
背景：スライド生成AIの教育利用における正確性と安定性の問題[1]

提案：スライド生成AIの出力の質向上と生成スライドのチェック・編集支援による資料作成の効率化
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まとめと今後の課題
◼ まとめ：「RAGを用いたプロンプト生成支援」と「科目用語体系と分析項目による編集支援」によって，スライド生成AIの教育
的利用を促進，教員の講義資料作成の負担を軽減

• GraphRAGを用いることによって教科書の複雑な内容をプロンプトに反映することが可能

• スライド分析項目と科目体系によって，生成スライド内の問題を容易に発見可能

◼ 今後の課題：2つのアプローチを合わせて作成したスライドの教育効果に関する評価
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修正点検知，修正提案
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科目用語体系の階層構造
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RAGを用いたプロンプト作成支援 科目用語体系を用いたスライド編集支援
編集支援による生成スライドの確認作業の効率化

システム概要：
• 教科書からスライド分析に用いる科目用語体系[2]を構築
• スライド分析項目を用いた分析
• 分析結果を基にスライドの修正箇所を提示

実験①：修正指摘箇所の妥当性評価 (学部生・院生：3名)
• 教科書からElucileを用いてスライドを生成
➢ 教科書内の「見出し＋索引語」を入力として生成
• 分析項目に基づいた修正箇所の指摘（計139件）
• 5段階評価（ 5．修正すべき ～ 1．修正すべきでない）
➢ 過半数が高評価である3.5を基準として考察

実験①結果：
• 8件中7件が3.5を上回る評価, 文章量で低評価
➢ 適切な文章量：行数ではなく文字数で文章量を計算

実験②：指摘漏れの評価
• スライドと修正箇所を被験者に提示し，指摘漏れを記入

実験②結果：
• 図や改行位置，説明方法について計74件の指摘
➢ 図：スライド内容と図の類似度算出（Clipモデルの利用）
➢ 改行位置：形態素解析による文の切れ目の検出

<科目用語体系の構築> <スライド分析項目>

同義関係の単語が異なる箇所に出現
科目用語体系では，

バケツソートとZソートは並列ではない

バケツソート，ビンソートと図が無関係 改行によって文が読みづらい
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RAGを用いたプロンプト生成によるスライド生成の精度向上

システム概要：

• 教科書からRAGで用いる参照情報を作成

➢ RAG：ベクトルデータベース

➢ GraphRAG：ベクトルデータベース ＋ グラフデータベース

• クエリと参照情報を基にLLMがプロンプトを生成

実験：RAGとGraphRAGの生成精度の検証

• 教科書からRAGとGraphRAGを用いてスライドの下書きを生成

• 出版社配布のスライドとのコサイン類似度を算出

➢ Word2Vec (word2vec-google-news-300)でスライドをベクトル化

➢ RAGと参考スライド，GraphRAGと参考スライドでコサイン類似度を算出

実験結果：

• 同じページ同士のコサイン類似度はGraphRAGの方が高い

• 2つの手法で顕著な差が表れた4ページ（p5, p6, p14, p18）
のうち，p6とp14はグラフのみから取得できる情報

• GraphRAGは教科書の複雑な内容をスライドに反映できる可能性

### Slide 6: The Role of Search Engines

 - Designed to help users find information efficiently

- Involves evaluation and performance measures.

### Slide 5: Structure of Information

 - Documents have structure: title, author, date, abstract.

### Slide 14: Relevance Feedback

 - Users can provide feedback to improve search results.

- Enhances the search engine's learning process.

### Slide 18: Search Engineering as a Profession

 - Crucial in the computing industry

 - Few formal courses available in this specialized field.

<生成されたプロンプトの例>

文章量の修正

説明順序の修正

並列関係の修正

改行位置の修正
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